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ポスター掲示を
お願いします。

衆議院議員 井林たつのり
生年月日 昭和５１年７月１８日 住 所 藤枝市本町
本 籍 榛原郡川根本町（お茶農家）
【経歴】京都大学工学部卒業、同大学院環境工学修了
平成１４年より国土交通省勤務、平成２２年６月退官
平成２４年１２月初当選（五期目）
平成２８年８月環境・内閣府大臣政務官
令和３年１１月自民党 財務金融部会長
令和５年９月内閣府副大臣
令和６年１１月財務金融委員長
静岡県サッカー協会中西部支部 会長
【家族】妻・長女・次女
【趣味】野球、水泳 【好物】焼魚、白米、お茶

令和５年の党員獲得
優秀表彰を頂きました！

“井林たつのり”のスマイルメッセージ
第1・第3・第5<水曜日>ＦＭ島田（76.5MHz）

放送；8:10～再放送；18:35～
サーマルラジオ、YouTube、ポッドキャストでも

お名前
※入党は個人名のみとなります。
住所 〒 -

TEL/ FAX 生年月日

FAX ０５４－６３９－５８０２

ご支援をお願い申し上げます
～自民党入党のお願い～

A m a z o n
売り上げ一位！

井林たつのりのスマイルメッセージ
～静岡県の活力再生プラン～
「なぜ政治家になったのか？」「政

治家になって何がしたいのか？」初当
選前後によく聞かれていました。最近、
再度聞かれるようになってきました。
改めて、井林たつのりの原点や、故

郷静岡県への想いや政策。そして、日
本の将来像にもつながるプランの一端
を著作として出版しました。
各界リーダーとの対談も掲載！是非、

ご一読下さい！

派閥が解散したので、今後の人事は、集めた党員の数で評価され
ポストが与えれることになりました。自民党の為ではなく「井林た
つのり」の政策実現に、お力を与えてください。党費は年4,000円
（家族党員2,000円）です。下記FAX頂くか、電話(054-639-5801)又は
メール(office@t-ibayashi.com)でお伝えください。
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たつのり 訴えた政策実行！
～言った事をやる！当たり前の政治へ～

選挙で訴えた政策の経済対策への反映状況
今年の経済対策の原案作成時点では、経済財政担当副大臣でしたので、訴えた政策を経済対策に反映さ
せるよう努めて参りました。そこで、選挙戦で訴えた政策の令和６年１１月２２日に閣議決定された経済
対策にどう反映されているか説明させて頂きます。もちろん、１００％満足して頂けるものばかりではな
いと思います。政治の信頼を取り戻すために、言った事はやる！当たり前の政治を取り戻すべく取り組ん
でまいりました。国会情勢不安定ですが、「政局ではなく政策」を第一に取組んで参ります！
～中小企業で働く方々の賃上げを実現するための、下請け企業への適正発注～

地元の課題の取り組み ～経済財政担当副大臣として地元の声を国政に～

P6に「持続的・構造的賃上げに向けた価格転嫁等の取引適正化の推進」と項目を作成
・「中小企業が賃上げの原資を確保するために、政府が価格転嫁を後押しすることが鍵」
・下請けGメン、下請けかけこみ寺の活用。公正取引委員会による調査
・国・地方自治体の官公需でも徹底。実態を調査し、改善。

等 ２ページに渡って詳細に記述

P55の20行目「地方を含め、理工農分野への学部転換や情報系分野の増員を行う大学を支援する」と地
方を明記

～大学定員を、都市部をより減らし静岡県内大学の割合を高くしていく～

P41に「「資産運用立国」の実現に向けた取組の加速」と項目を作成
・企業年金について、事業主等が加入者のために必要な見直しが行えるよう、企業年金の運用等の情
報を集約し他社と比較できる形で情報開示を行うため、次期年金制度改正に向けて必要な調整を行う
こととし、2025年度からシステム開発等を行う。
・iDeCo（個人型確定拠出年金）の加入可能年齢を70歳に引き上げるとともに、拠出限度額の引き上
げ等について、2024年内に結論を得る。

～資産運用立国で年金基金運用を見える化して、運用実績を上げ年金支給額を増やす～

P16に「農林水産業の持続可能な成⾧及び食料安全保障の強化」と項目を作成
・「食料の合理的な価格形成を実現するため、コスト指標の作成を支援する」と適正価格を明確にす
る事から先ずはスタートさせる。

～農作物の適正価格での流通を実現する～

選挙で訴えたこと以外に、志太榛原には地域特有の課題があります。その課題を解決するために、経済
対策に地元の課題を位置づけました。

１．厳しさを増す茶業を明記
P45「漁業者や施設園芸事業者・茶事業者が使用する燃料油等については（中略）補填金を交付する措
置を引き続き講じる」と２年連続記載（茶業の経済対策の位置づけは昨年が初めて）。

２．漁業から加工・流通まで一貫して支え、水産を支える
漁業が盛んな地域であり、漁業については、昨年を上回る３か所に記述。
漁業と一体の地元の水産加工を念頭にP16「産地と連携する食品事業者の設備の導入を支援する」とし
て、漁業だけでなく加工・流通まで産地一貫で支えていきます。

３．大井川鉄道全線復旧に向けて
大井川鉄道の全線復旧を念頭にP47「１．自然災害からの復旧・復興」の項目を立てて「近年の自然災
害で被災したインフラや病院・学校等の公共施設等の復旧を進める」と記載して、今年だけではなく「近
年」としました。また、全線復旧後の大井川鉄道の負担軽減を目的に「鉄道施設の豪雨対策整備の固定資
産税減免」を新規減税措置として創設（年度末に税法が成立すれば創設されます）。

これからも、地元の議員として、地域の声を国政に反映させるべく取り組んで参ります！！！！是非、
地域の課題を井林にお寄せください！全力で取り組んでまいります！


